
　
建
設
産
業
担
い
手
確
保
・

育
成
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
（
事

務
局
・
建
設
業
振
興
基
金
）

の
職
業
訓
練
校
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
「
建
設
関
連
職
業
訓
練

校
等
連
絡
会
議
」
、
通
称
「
富

士
サ
ミ
ッ
ト
」
が
昨
年

12月

３
日
、
東
京
・
港
区
の
建
設
業

振
興
基
金
で
開
催
さ
れ
、
訓

練
校
や
国
土
交
通
省
、
厚
生

労
働
省
等
な
ど
関
係
者
約

70

人
が
出
席
す
る
中
、
東
京
都

中
小
建
設
業
協
会
も
渡
邊
裕

之
副
会
長
ら
が
参
加
、
パ
ー

ポ
イ
ン
ト
を
用
い
て
協
会
の

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
事
業
の
取

り
組
み
を
発
表
し
た
。

　
発
表
で
は
、
新
入
社
員
研

修
や
そ
の
後
の
フ
ォ
ロ
ー
ア

ッ
プ
研
修
な
ど
報
告
。
そ
れ

ら
終
了
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
か
ら
社
内
の
年
齢
の
近
い

人
が

20歳
く
ら
い
離
れ
て
い

る
、
一
番
近
い

10歳
上
の
人

は
ベ
ト
ナ
ム
人
、
週
休
２
日

に
し
て
ほ
し
い
等
の
生
の
声

が
聞
か
れ
た
ほ
か
、
こ
う
い

う
集
ま
り
を
ま
た
や
っ
て
ほ

し
い
、
研
修
で
知
り
合
っ
た

人
と
遊
び
に
行
っ
た
人
た
ち

が
い
た
、
大
変
な
の
は
自
分

だ
け
じ
ゃ
な
い
と
こ
と
を
実

感
し
て
も
ら
え
た
、
将
来
の

こ
と
を
前
向
き
に
考
え
る
こ

と
が
で
き
た
、
ガ
ス
抜
き
が

で
き
た
等
を
紹
介
し
た
。

　
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
が
終
了

す
る
来
年
度
も
協
議
会
は
存

続
し
、
参
加
費
有
料
化
、
他

団
体
と
の
共
同
開
催
に
よ
る

研
修
を
検
討
。
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ

ｂ
ｅ
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
作
成
な
ど

と
あ
わ
せ
て
、
開
催
コ
ス
ト

を
抑
え
る
た
め
、
東
京
都
な

ど
の
自
治
体
に
会
場
の
貸
与

を
働
き
か
け
て
い
く
。

　
東
京
都
中
小
建
設
業
協

会
、
東
京
建
設
工
業
協
同
組

合
、
東
京
建
物
協
会
は
昨
年

８
月

31日
、
豊
島
区
の
ニ
ッ

セ
イ
ビ
ル
池
袋
ビ
ル
で
、
フ

ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
を
開

催
、
今
回
は
都
中
建
の
会
員

18社
か
ら

30人
が
参
加
し

た
。

　
冒
頭
、
挨
拶
に
立
っ
た
渡

邊
裕
之
都
中
建
副
会
長
は

「
皆
様
は
４
月
に
新
入
社
員

研
修
を
受
け
て
か
ら
４
か
月

が
経
ち
、
少
し
慣
れ
て
き
た

と
こ
ろ
な
の
で
は
な
い
か
と

思
う
。
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研

修
は
、
今
後
皆
様
が
ど
の
よ

う
に
社
会
人
と
し
て
仕
事
を

し
て
い
く
の
か
と
い
う
こ
と

を
、
少
し
リ
ア
ル
に
感
じ
て

頂
く
よ
う
な
研
修
だ
と
思
っ

て
頂
け
れ
ば
と
思
う
。
今
後

に
役
に
立
つ
研
修
に
な
る
と

自
負
し
て
い
る
。
ぜ
ひ
有
意

義
な
も
の
に
し
て
頂
け
れ

ば
」
と
寄
せ
た
。

　
研
修
は
、
建
設
業
振
興
基

金
の
地
域
連
携
コ
ン
ソ
ー
シ

ア
ム
事
業
の
一
環
。
４
月
に

実
施
し
た
新
入
社
員
研
修
の

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
で
、

当
日
は
マ
ナ
ビ
ク
ス
代
表
の

丹
羽
將
喜
氏
が
講
師
を
務

め
、
グ
ル
ー
プ
自
己
紹
介
ワ

ー
ク
や
入
社
か
ら
こ
れ
ま
で

の
振
り
返
り
、
キ
ャ
リ
ア
デ

ザ
イ
ン
・
ス
ゴ
ロ
ク
な
ど
を

実
施
し
た
。
研
修
後
に
は
懇

親
会
も
行
わ
れ
、
参
加
者
が

交
流
を
深
め
た
。

　
ま
た
、
研
修
中
に
は
筋
力

テ
ス
ト
も
行
わ
れ
、
男
女
と

も
上
位

3名
が
表
彰
さ
れ

た
。

　
研
修
は
、
①
自
分
の
将
来

に
向
け
て
〝
前
向
き
な
イ
メ

ー
ジ
〟
が
持
て
て
い
る
②
理

想
的
な
キ
ャ
リ
ア
の
実
現
に

向
け
て
〝
当
事
者
意
識
〟
が

持
て
て
い
る
③
同
期
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ

て
〝
ガ
ス
抜
き
〟
が
出
来
て

い
る
―
―
状
態
を
ゴ
ー
ル
イ

メ
ー
ジ
に
開
催
さ
れ
た
。

東
京
都
中
小
建
設
業
協
会

は
い
い
夫
婦
の
日
の
昨
年

11

月

22日
、
新
宿
区
新
宿
の
東

京
新
宿
ワ
イ
ン
事
務
所
で
全

中
建
京
都
・
若
手
経
営
者
の

会
（
坂
田
晃
啓
会
長
）
か
ら

坂
田
会
長
ら
３
人
の
役
員
が

視
察
に
駆
け
付
け
る
中
、
第

３
回
「
都
中
建
婚
活
パ
ー
テ

ィ
ー
」
（
津
々
良
智
彦
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
委
員
長
）
を
開
催

し
た
。

　
パ
ー
テ
ィ
ー
に
は
、
都
中

建
会
員
企
業
に
勤
め
る
男
性

と
一
般
の
女
性
９
人
ず
つ
が

参
加
、
１
対
１
の
自
己
紹
介

タ
イ
ム
か
ら
フ
リ
ー
タ
イ
ム

ま
で
、
終
始
和
や
か
に
進
み
、

４
組
の
カ
ッ
プ
ル

＝
写

真
＝

が
誕
生
し
た
。
今
後
は
、
参

加
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
等

も
踏
ま
え
て
、
開
催
内
容
の

趣
向
を
変
え
る
こ
と
も
含
め

て
検
討
、
さ
ら
に
そ
の
充
実

を
図
っ
て
い
く
。
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東
京
都
中
小
建
設
業
協
会
の

土
木
・
舗
装
委
員
会
（
委
員
長

・
鳥
越
雅
人
副
会
長
）
は
昨
年

12月
６
日
に
都
庁
を
訪
れ
、
建

設
局
と
書
類
の
簡
素
化
、
実
態

に
基
づ
い
た
日
当
た
り
施
工

量
、
積
算
及
び
、
設
計
変
更
な

ど
、
入
札
・
契
約
制
度
な
ど
め

ぐ
っ
て
広
く
要
望
を
行
う
と

と
も
に
、
意
見
交
換
し
た
。
今

後
の
対
応
状
況
な
ど
踏
ま
え
、

引
き
続
き
必
要
な
改
善
等
を

求
め
て
い
く
。

　
【
１
．
書
類
の
簡
素
化
に
つ
い

て
】

　
時
間
外
労
働
を
無
く
す
為

に
も
工
事
関
係
書
類
の
大
胆
な

簡
素
化
を
進
め
て
頂
き
た
い
。

　
時
に
は
、
必
要
で
は
な
い
と

思
わ
れ
る
過
度
の
書
類
を
求
め

ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
ま
し
て

や
、
そ
の
書
類
の
提
出
に
つ
い

て
日
時
が
限
定
さ
れ
、
社
員
が

時
間
外
や
土
・
日
曜
な
ど
に
作

成
し
な
い
と
な
ら
な
い
時
が
あ

る
の
で
そ
の
様
な
事
の
無
い
よ

う
に
配
慮
願
い
ま
す
。

　
事
例
と
し
て

　
①
材
料
承
諾
書
に
試
験
表
の

み
な
ら
ず
、
根
拠
書
類
と
し
て

土
木
材
料
仕
様
書
等
の
規
格

値
、
材
料
品
調
書
の
内
訳
、
設
計

図
面
等
を
添
付
し
た
書
類
を

求
め
ら
れ
る
。

　
②
広
報
板
や
お
知
ら
せ
板
の

レ
イ
ア
ウ
ト
や
内
容
の
修
正
の

為
、
７
回
に
亘
っ
て
や
り
取
り

が
あ
り
、
最
初
の
提
出
か
ら
約

１
ヵ
月
を
要
し
た
。

　
③
受
注
者
等
提
出
書
類
で

下
請
負
届
と
施
工
体
制
台
帳

に
添
付
す
る
書
類
は
重
複
す

る
も
の
は
添
付
し
な
い
と
な
っ

て
い
る
が
、
担
当
者
に
よ
っ
て

は
二
重
提
出
さ
せ
ら
れ
る
。

　
④
施
工
計
画
な
ど
の
提
出
書

類
で
の
訂
正
の
や
り
取
り
が
何

度
も
繰
り
替
え
さ
れ
る
。

（
業
者
提
出
→
工
区
担
当
訂
正

→
業
者
訂
正
・
提
出
→
担
当
者

・
工
区
長
訂
正
→
業
者
訂
正
・

提
出
→
担
当
工
区
・
事
務
所
担

当
者
訂
正
→
業
者
訂
正
、
提
出

こ
の
よ
う
に
何
度
も
訂
正
・

提
出
が
繰
り
返
さ
れ
て
い

る
）
ま
し
て
は
、
そ
の
都
度
３
部

程
度
の
写
し
も
提
出
し
て
い

る
。
）

　
⑤
検
査
書
類
で
の
各
種
伝
票

の
写
し
の
提
出
、
特
に
建
設
系

産
業
廃
棄
物
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
は

国
土
交
通
省
で
は
写
し
を
提

出
し
て
い
な
い
と
の
こ
と
で
あ

る
。

　
〈
回
答
（
考
え
方
等
）
〉

　
監
督
員
が
現
場
に
常
駐
し

て
い
る
わ
け
で
は
な
い
た
め
、

出
来
形
、
品
質
管
理
、
工
程
管

理
、
安
全
管
理
等
に
必
要
な
書

類
に
つ
い
て
は
、
適
切
に
書
類

を
提
出
し
て
頂
く
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
二
重
提
出
書
類
の

廃
止
や
書
類
の
簡
素
化
に
つ
い

て
は
、
検
討
し
て
い
く
べ
き
と

考
え
て
お
り
、
今
年
度
か
ら
試

行
す
る
書
類
削
減
モ
デ
ル
工

事
の
結
果
や
法
的
根
拠
、
工
事

適
正
化
の
動
向
を
踏
ま
え
、
全

庁
的
な
会
議
な
ど
で
提
案
し

て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
書
類
提
出
時
の
円
滑

化
の
た
め
、
工
事
情
報
共
有
シ

ス
テ
ム
の
活
用
な
ど
を
推
進
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　
【
２
．
実
態
に
基
づ
い
た
日

当
た
り
施
工
量
に
つ
い
て
】

　
建
設
業
が
魅
力
を
感
じ
る

業
界
と
な
る
為
に
も
、
週
休
二

日
制
導
入
を
加
味
し
た
余
裕

を
持
っ
た
適
正
な
工
期
と
、
そ

れ
に
見
合
っ
た
歩
掛
・
単
価
・

必
要
経
費
を
確
保
し
て
下
さ

い
。

　
①
地
方
部
と
違
い
、
都
内
に

お
け
る
日
当
た
り
施
工
量
が
実

態
と
設
計
で
乖
離
が
あ
り
ま

す
。

　
②
実
際
は
、
作
業
時
間
が
８

時
間
確
保
で
き
ま
せ
ん
。
道
路

使
用
時
間
は
９
・
０
０
～

17・

０
０
ま
で
頂
い
て
い
ま
す

が
、
休
憩
・
保
安
・
撤
去
・
清

掃
等
の
作
業
が
あ
る
た
め
、
４
・

５
～
５
時
間
が
実
労
時
間
と

な
り
ま
す
。

　
③
実
就
労
時
間
は
、
作
業
時

間
プ
ラ
ス
２
～
４
時
間
程
度

上
乗
せ
に
な
り
ま
す
。

　
（
置
き
場
集
合
→
現
場
→
置

き
場
解
散
）

　
〈
回
答
（
考
え
方
等
）
〉

　
建
設
局
の
土
木
工
事
に
お
い

て
は
、
週
休
２
日
の
実
施
に
伴

う
必
要
経
費
の
確
保
と
し
て
、

本
年
度
よ
り
共
通
仮
設
費
率

及
び
現
場
管
理
費
率
の
補
正
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
労

務
費
及
び
機
械
経
費
（
賃
料
）

の
補
正
に
つ
い
て
も
、
国
の
動

向
を
踏
ま
え
環
境
整
備
中
で
あ

り
、
国
と
同
様
の
補
正
係
数
を

導
入
し
て
い
く
予
定
で
す
。
な

お
、
こ
の
補
正
係
数
に
つ
い
て

は
、
毎
年
実
施
す
る
公
共
事
業

労
務
費
調
査
や
諸
経
費
動
向

調
査
等
の
結
果
を
反
映
し
た
、

実
勢
に
沿
う
値
と
し
て
お
り

ま
す
。
こ
の
た
め
、
来
年
度
以
降

の
補
正
係
数
に
つ
い
て
も
、
実

勢
価
格
と
の
乖
離
が
少
な
く
な

る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
余
裕
を
持
っ
た
適
正
な

工
期
に
つ
い
て
は
、
見
積
り
参

考
資
料
の
一
つ
と
し
て
、
提
示

で
き
る
よ
う
に
環
境
を
整
備

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
①
建
設
局
で
設
定
し
て
い

る
日
当
た
り
施
工
量
に
つ
い
て

は
、
使
用
頻
度
が
高
く
国
の
基

準
に
な
い
工
種
等
に
つ
い
て
、

毎
年
調
査
を
行
い
改
正
し
、
積

算
基
準
に
掲
載
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

設
定
し
た
作
業
量
は
、
あ
く
ま

で
標
準
施
工
を
想
定
し
て
い

る
た
め
、
当
該
工
種
の
施
工
条

　
今
年
度
よ
り
、
災
害
対

策
特
別
委
員
長
に
就
任

い
た
し
ま
し
た
、
伊
藤
興

業
株
式
会
社
の
伊
藤
武

司
で
す
。

　
近
年
、
日
本
各
地
で
大

き
な
災
害
が
発
生
し
て

お
り
ま
す
。
東
京
も
例
外

で
は
あ
り
え
ま
せ
ん
。
い

つ
く
る
か
わ
か
ら
な
い

災
害
。
そ
の
時
、
地
域
を

守
る
の
は
我
々
建
設
業

者
で
す
。
資
機
材
や
人
的

備
え
を
万
全
に
し
て
お

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
た
め
に
災
害
協
定
を

も
う
一
度
読
み
直
し
、
訓

練
も
重
ね
な
く
て
は
な

ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
災

害
対
応
に
は
、
協
会
の
力

に
も
限
界
が
あ
り
ま
す

の
で
、
近
隣
地
域
の
建
設

業
協
会
と
も
連
携
を
図

れ
る
よ
う
、
他
団
体
と
の

協
定
も
進
め
て
参
り
ま

し
た
。
今
後
は
、
そ
の
地

域
を
広
域
と
し
、
お
互
い

助
け
合
え
る
よ
う
な
対

策
を
す
す
め
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
引
き
続

き
、
会
員
の
皆
さ
ま
の
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

資
機
材
、
人
的

備
え
万
全
に

災
害

対
策

特
別

委
員

長
・

伊
藤

武
司

新
任

挨
拶

「
富
士
サ
ミ
ッ
ト
」
で
発
表

新
入
社
員
研
修
等
の
成
果
な
ど

キ
ャ
リ
ア
デ

ザ
イ
ン
・
ス

ゴ
ロ
ク

第
３
回
婚
活
パ
ー
テ
ィ
開
く

全
中
建
京
都
若
手
の
会
が
視
察

人
づ
く
り
の
決
意
共
有

富
士
教
育
セ
ン
タ
ー
を
視
察

東
京
都
中
小
建
設
業
協
会

は
昨
年

11月
９
日
、
静
岡
県

富
士
宮
市
の
「
富
士
教
育
訓

練
セ
ン
タ
ー
」
を
視
察
し
た
。

　
現
地
で
進
め
て
い
た
建
替

工
事
が
昨
年
一
昨
年
１
月
の

「
共
用
棟
・
宿
泊
棟
」の
竣
工

に
引
き
続
き
、
昨
年
９
月
に

は
「
新
本
館

･教
室
棟
」
が

完
成
し
た
の
を
契
機
に
訪
れ

た
も
の
。
山
口
会
長
を
は
じ

め
、
渡
邊
裕
之
・
鳥
越
雅
人

副
会
長
ら

16人
が
、
同
セ
ン

タ
ー
の
菅
井
文
明
専
務
理
事

の
案
内
で
快
適
な
研
修
・
宿

泊
環
境
へ
と
変
貌
を
遂
げ
た

新
施
設
を
見
学
し
た
ほ
か
、

校
内
の
各
種
実
習
施
設
等
も

見
て
回
っ
た
。
当
日
は
、
約

20年
前
の

97年
に
専
門
工
事

業
者
団
体
な
ど
が
自
ら
技
能

者
を
育
て
よ
う
と
い
う
想
い

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
セ
ン
タ

ー
の
歴
史
を
交
え
、
２
０
１

６
年
度
に
は
教
育
訓
練
人
日

５
万
２
７
４
６
人
日
（
累
計

71万
２
８
３
６
人
）
を
数
え

る
ま
で
に
発
展
し
た
充
実
の

各
種
研
修
内
容
等
を
聞
き
、

あ
ら
た
め
て
協
会
と
し
て
、

企
業
と
し
て
人
づ
く
り
に
取

り
組
む
決
意
を
共
有
し
た
。

　
セ
ン
タ
ー
は
、
①
業
界
の

ニ
ー
ズ
（
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
）

②
即
戦
力
（
就
職
予
備
校
）

③
安
全
管
理
（
習
慣
化
）
を

重
視
し
た
教
育
訓
練
を
追

求
。
即
戦
力
で
は
、
例
え
ば

新
入
社
員
で
は
入
職
時
に
必

要
な
資
格
、
ま
た
中
堅
社
員

以
上
に
は
作
業
主
任
者
資
格

等
の
取
得
を
図
る
ほ
か
、
８

割
以
上
が
合
格
す
る
と
い
う

施
工
管
理
技
士
試
験
の
準
備

講
座
に
も
取
り
組
ん
で
い

る
。

　
ま
た
、
建
設
業
界
に
と
ど

ま
ら
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
教
育

に
も
施
設
を
提
供
。
毎
年
８

月
に
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
主
催
・

実
施
す
る
不
登
校
児
・
生
徒

や
障
害
を
持
た
れ
た
子
ど
も

た
ち
を
集
め
た
夏
の
自
然
体

験
合
宿
が
行
わ
れ
、
教
員
を

志
望
す
る
大
学
生
の
サ
ポ
ー

タ
ー
た
ち
に
と
っ
て
も
貴
重

な
体
験
と
な
っ
て
い
る
と
い

う
。
教
員
免
許
の
更
新
に
つ

な
が
る
「
実
務
施
工
体
験
研

修
」
も
そ
の
一
つ
。

災
害
時
相
互
応
援
で
協
定

神
奈
川
中
小
建
、
横
建
協
と

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ

プ
研
修
を
開
催

建
設
局
に
要
望
意
見
交
換

書
類
の
簡
素
化
、
設
計
変
更
な
ど

　
東
京
都
中
小
建
設
業
協
会

は
昨
年

10月
３
日
、
神
奈
川

中
小
建
設
業
協
会
、
横
浜
建

設
業
協
会
と
「
災
害
時
等
に

お
け
る
相
互
応
援
に
関
す
る

協
定
書
」
を
締
結
し
た
。
全

中
建
傘
下
で
初
の
広
域
連
携

で
、
今
後
、
お
互
い
の
応
援
を

必
要
と
す
る
災
害
が
発
生
し

た
と
き
は
、
情
報
の
共
有
と

と
も
に
資
機
材
の
提
供
や
人

員
の
派
遣
な
ど
協
力
し
て
い

く
。

　
協
定
書
の
交
換
後
、
山
口

巖
都
中
建
会
長
は
「
各
地
域

は
比

較
的
近
い
が
、
災
害
時

に
は

被
害
状
況
が

異
な
る
の

で
相
互
応
援
が

効
果
を
発

揮

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

研
修


